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  和知診療所（介護療養型老人保健施設）
 184－1112  

【所長】佐藤秀一郎（嘱託）
【事務長】野村雅浩
【副所長】仲村　司
【事務主任】芦谷真由美・十倉克也

【看護主任（副師長）】小川和代
【看護主任】大西正美
【看護師】
竹内秀子・竹内和代・
上田ひとみ・大西初美・貞守京子・
小寺恵美・野村厚子・滝波美由紀

【放射線技師】諫本慶春
【理学療法士】大田有次
【介護支援専門員】安藝俊郎

教育委員会
京丹波町本庄ウエ16番地（和知支所内）

教育委員会 184－0028

【次長（参事）】藤田　真

■学校教育課
【課長】（藤田　真）
【課長補佐】竹内　健
【総務係長】徳島康善
【学校教育係長】上西貴幸
【学校教育係主任】堀　敬之

松村康弘・山本美子・山口紗也香

■社会教育課
【課長】
中尾裕之（兼B＆G海洋センター所長）
【課長補佐】山田泰行
【文化財係長】山下　泰
【社会教育係長】（山田泰行）

豊嶋裕美・川野雅夫・
奥田康平（新規採用）

職員の配置

  和知歯科診療所 184－1154
【所長】舟木　健
【事務長】（野村雅浩）
【歯科医師】三浦博人（新規採用）
【主任】山口秀子
【歯科衛生士】片山昭子
【歯科技工士】堀　太

  上豊田保育所 182－2056

【所長】津田知美
【所長補佐】北村恵里子
【主任】尾池奈緒美
【保育士など】
野口加代里・森　こず枝・越川憲子・
加藤亜希子・蒲生沙奈美・中西靖浩・
伴田絵理・松村春成
小西愛紀（養護教諭）
野口朝美（管理栄養士、新規採用）

■下山分園　183－0004

【園長】（津田知美）
【主任】（北村恵里子）
【保育士】細見ルミ、佐々谷美穂

  みずほ保育所　 186－0574

【所長】一谷　寛
【所長補佐】東　直美
【主任】山内里佳子
【保育士】小室由紀・今川奈未・
梅原彰子・谷　麻美・山内　咲・
野村彩佳（新規採用）

  わちエンジェル　 184－1920

【所長】山内善博
【所長補佐】真野照美
【主任】山内幸子・下村秀美
【保育士】久保元恵子・大秦優子

人の動き （敬称略）

■退職職員
（3月31日付、敬称略。（　）は前職）
坂下敦宏
（国保京丹波町病院和知歯科診療所長）
福井彰一郎（税務課主幹）
稲葉　出（住民課主幹）
今西政治
（税務課付課長補佐・地方税機構派遣）
松下すみ子
（住民課課長補佐兼戸籍住民係長）
西山民子
（住民課課長補佐人権推進係長）
古谷千津子（保健福祉課課長補佐）
湊　直美（上豊田保育所所長補佐兼
上豊田保育所下山分園主任）
高畑利彦（産業振興課課長補佐・
農業委員会事務局（併任））
山﨑哲夫
（教育委員会事務局社会教育課瑞穂分室主任）
伊藤康彦（税務課主査）
坂本　優（水道課主査）
川勝里美
（国保京丹波町病院看護師）
上田武美
（国保京丹波町病院看護師）
北井邦江
（教育委員会事務局瑞穂中学校用務員）
吉田尚代
（上豊田保育所管理栄養士）

和知診療所
京丹波町本庄今福5番地

和知歯科診療所
京丹波町本庄今福13番地

学校・保育所など

  須知幼稚園　 182－0151

【園長】西村喜代美
【教頭】浦井美紀
【主任】（浦井美紀）
【教諭など】湊　玲奈・小林和子・
山口利一・小森由佳梨・新庄美和子・
越浦宏美（養護教諭）

  小中学校

【丹波ひかり小学校】村山美智子
【蒲生野中学校】和田　隆

  給食センター

【センター長】（竹内　健）
【瑞穂給食センター】小林富美子
【和知給食センター】水口さき子

D r ' s M e s s a g e

いきいき健康術 第68回

『春の体の不調について』

京
丹
波
町
病
院
で
は
、毎
月
の
第
二
・
第
四
土
曜
日

の
午
前
中
に
内
科
と
小
児
科
の
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。 
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京
丹
波
町
病
院
情
報

看護主任
 しら    は　せ

白波瀬  　　　さん
（京丹波町病院）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、町
立
病
院
・
診
療
所
の
医
師
や
専
門
職

員
が
皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
健
康
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

今
回
の
担
当
は
、国
保
京
丹
波
町
病
院
の
看
護
主
任 

白
波

瀬
小
百
合
さ
ん
。春
な
ど
の
季
節
の
変
わ
り
目
に
体
調
を
崩

す
一
因
に
も
な
る
自
律
神
経
に
関
す
る
お
話
で
す
。

な
ん
と
な
く
身
体
が
だ
る
い
、頭
が
重
い
、め
ま
い
が
す

る
、手
足
が
冷
え
る
な
ど
の
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。そ
の
原

因
の
一
つ
に
自
律
神
経
の
乱
れ
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

自
律
神
経
と
は
？

交
感
神
経
と
副
交
感
神
経
の
二
つ
か
ら
な
り
、交
感
神
経

は
主
に
体
を
活
発
な
状
態
に
す
る
よ
う
に
働
き
、副
交
感
神

経
は
安
静
や
休
息
を
さ
せ
る
よ
う
に
働
い
て
い
ま
す
。こ
の
二

つ
が
常
に
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
る
の
で
す
。

自
律
神
経
の
乱
れ
っ
て
？

自
律
神
経
が
乱
れ
る
原
因
の
一
つ
に
ス
ト
レ
ス
が
あ
り
ま

す
。春
に
多
い
引
っ
越
し
や
職
場
の
異
動
、新
入
学
や
進
級
な

ど
、生
活
の
環
境
が
変
わ
る
こ
と
な
ど
も
ス
ト
レ
ス
を
招
き

ま
す
。

ま
た
、春
な
ど
気
温
や
気
圧
の
変
化
が
激
し
い
と
、自
律
神

経
は
ど
ち
ら
に
体
を
調
節
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
く
な
り
、調

節
し
よ
う
と
過
剰
に
働
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
律
神
経
の
調
節
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
と
、身
体
の
不

調
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。交
感
神
経
と
副
交
感
神
経

の
ど
ち
ら
も
強
ま
る
場
合
は
ス
ト
レ
ス
性
の
潰
瘍
な
ど
に
、両

方
が
弱
ま
る
場
合
は
う
つ
病
な
ど
の
病
気
に
な
り
や
す
く
な

り
ま
す
。

自
律
神
経
を
整
え
る
方
法
は
？

 

①
呼
吸
法  

呼
吸
は
、六
秒
吐
い
て
二
秒
吸
い
ま
し
ょ
う
。深

呼
吸
と
は
違
い
、自
然
の
呼
吸
の
中
で
息
を
吐
く
こ
と
だ
け
を

意
識
し
て
く
だ
さ
い
。副
交
感
神
経
が
刺
激
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
す
。緊
張
し
た
と
き
や
イ
ラ
イ
ラ
し
た

と
き
、試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 

②
運　

動  

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
適
し
て
い
ま
す
。歩
く
こ
と
で

血
流
量
、血
圧
、心
拍
な
ど
が
変
動
し
、自
律
神
経
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
ろ
う
と
し
て
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。体
の
不
調

に
は
自
律
神
経
の
乱
れ
だ
け
が
原
因
で
な
い
こ
と
も
あ
る
の

で
、心
配
な
方
は
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

自
分
の
体
と
上
手
に
つ
き
あ
っ
て
元
気
に
毎
日
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

   さ    ゆ　り

小百合 




